
女子学生のためのライフプランニング支援事業 【西宮市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 205 千円

交付金額 103 千円

事業番号 ２

市内に大学が8校所在し、学生が多く、女子大も複数あ

る。就職など将来の選択をする際に、出産や育児等長期
的な視点で検討する女子学生も多いことから、そうした主
体的な選択を支援する必要がある。

女性が長期的な視点で、自らの人生設計を行い、能力を
発揮しつつ、主体的に生き方を選択することを支援する。
目標は満足度85％を設定する。

研究発表およびシンポジウムでは、女性活躍やジェンダーをテーマ
にした学生等の研究発表の場を提供し性別固定役割にとらわれな
い進路選択の必要性をコーディネーターの進行のもと考える機会を
生み出した。

ヒューマンライブラリーでは、性別役割に固定されないロールモデ
ルを招き実体験を聞いてもらうことでキャリアの見直し機会を作った。
いずれも市内大学と連携して実施した。

西宮市内に所在する大学
西宮市男女共同参画推進委員会
学生団体、若者支援を行うNPO法人

2講座を実施。受講者の満足度は93.3％（目標は85％）と
なった。

参加者からのアンケートからもキャリアの見直しに前向き
な感想があり行動変容につながった。

大学にも同様にキャリアを見直し棚卸を行う事業が数多く
あるなか、当事業への大学生の集客が難しい状況にある
ことを男女共同参画推進委員会でも指摘されている。



事業の概要

■ジェンダーに関する社会課題の解決に向けた取組（教育や国際分野での活動な
ど）を発表。性別固定役割にとらわれない進路選択の必要性をコーディネーターの
進行のもと考える機会を生み出した。

■進路選択の一助となるよう様々な分野で性別固定役割にとらわれない活動を行
うロールモデルからの体験談を通して進路の選択肢になるような企画を展開した。
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